
















目的 

 幼児が母親との日常における相互作用の中で健康安全行動を修得する過程において,筆

者らは以下の 2点が重要な鍵概念ではないかと予想を抱いた。 

 1)自己統制力－自分の行動や考えを,その場・自己の状態に適切なように見通しをたてて

自己統制できること 

 2)認知的協和－その行動の因果関係等を認知的に理解ができ,合理的な理由付けがなし

うること 

 そして,これら 2点を統合した概念を,筆者らは,幼児のセルフコントロールと把えた。 

 従来，幼児の健康安全行動形成の面では,pattern practice や条件付けといった外から

の働きかけの側面が重視されがちであったこと,また,心理学の分野においても上記のテー

マは,学童以上を対象として考察されることが多かったことを鑑み,筆者らは,健康安全行

動は幼児自身にとっても日常の中で触知し易いという特徴があり,健康安全行動形成過程

における母子相互作用のありかたが,広義のセルフコントロールを培うのに大きな作用を

及ぼしうると把え,本調査を実施した。 


